



















































告がなされたこともあった。これは平成 8年より毎週月曜日に，従って年間で 30 回近く開催さ
れ，それが蓄積されていった所産であり，和歌山大学よりも 3年も早く着手されており，その
経験やノウハウをそのまま和歌山大学に移植することはもちろん不可能であり，実際，平成 11



















































4）	 	　小テストの効用について拙稿「FD活動と『PL法』」『経済理論』295 号（2000 年）127 頁以下参照。
た。まず，1時 15 分から 1枚目の答案を使い，後ろの学生から，マイクで，六法の条文を読ませ，
それに対し，先生が，解説を加えられました。1時 35 分から 2枚目の答案。1時 55 分から 3枚目。
2時 5分から 4枚目。2時 10 分からは答案で触れられなかった，特別受益，寄与分について補足さ
れました。そして，2時 20 分に終了。残り 20 分は小テストでした。
⃝ 	B：続いて，A先生にご感想をいただきたいのですが，その前に，先生の担当科目など，お話しい
ただけませんでしょうか。






















































































































場合は，1人，年間 3回から 5回位ですので，その分だけやればいい。最初の 3年間は，お一人で，
大変だったそうですが。ただ，初年度は 10 人位だったそうですが，段々増えてきて，最後の年は初

























































































































































































































































































































































































































































































ていました。子の遺留分は全遺産の 2分の 1です。それを 3人の子どもで分けるので，全員嫡出子だった
場合，もしくは非嫡出子である次男と養子縁組していた場合は，それぞれが全遺産の 6分の 1ずつの遺留
分を持ちます。ですが，嫡出子 2人，非嫡出子 1人だった場合は，全財産の 2分の 1を嫡出子A“2”：嫡
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Improving Civil Law and Especially Family Law Classes
Masaaki Yoshida
Abstract
In family law lectures, the author made three attempts to improve the lessons. The first 
was to lecture in front of other professors and then conduct a study meeting. The second 
was to listen and use students’ voices to improve family law classes. The last was to watch 
TV programs and movies.
